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［
目
的
〕
日
本
の
病
院
は
今
日
、
先
進
国
○
国
○
口
二
九
ヵ
国
の

中
で
も
例
外
的
に
長
い
平
均
在
院
日
数
を
示
し
て
い
る
。
か
っ
て

は
大
き
な
差
が
な
か
っ
た
事
を
考
え
る
と
、
日
本
の
病
院
機
能
に

歴
史
的
に
大
き
な
転
換
が
起
き
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
そ
こ

で
国
際
比
較
研
究
や
医
療
の
政
策
研
究
の
た
め
に
、
開
設
主
体
を

勘
案
し
た
日
本
の
病
院
と
そ
の
診
療
機
能
の
発
展
の
過
程
を
医
学

史
的
観
点
か
ら
分
析
し
た
い
。

〔
方
法
一

一
・
国
際
比
較
研
究

○
両
○
口
二
九
カ
国
の
急
性
期
病
床
、
日
本
の
一
般
病
床
の
平
均

在
院
日
数
を
歴
史
的
に
時
系
列
に
分
析
し
た
。

二
・
日
本
の
病
院
の
歴
史
的
分
析

１
．
個
票
を
用
い
た
日
本
の
病
院
の
時
系
列
な
ら
び
に
横
断
的
分

59

日
本
の
病
院
及
び
そ
の
機
能
の

医
学
史
的
研
究

長
谷
川
敏
彦

析
医
療
施
設
調
査
と
病
院
報
告
の
個
票
を
、
一
九
七
五
年
と
一
九

九
六
年
を
病
院
の
白
で
リ
ン
ク
し
、
一
九
七
五
年
に
存
在
し
た

一
般
病
院
の
平
均
在
院
日
数
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
、
開

設
主
体
別
に
分
析
し
た
。
ま
た
、
一
九
九
三
年
の
医
療
施
設
調
査

と
病
院
報
告
を
用
い
て
、
総
合
病
院
と
老
人
病
院
と
、
入
院
・
外

来
比
三
以
上
の
病
院
で
ど
の
よ
う
に
病
床
規
模
と
平
均
在
院
日
数

が
異
な
る
か
を
、
散
布
図
に
よ
り
分
析
し
た
。

２
・
福
岡
県
私
設
病
院
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査

福
岡
県
私
設
病
院
協
会
所
属
の
病
院
三
百
に
対
し
て
、
開
設
時

よ
り
今
日
に
至
る
病
床
規
模
の
変
化
及
び
変
化
時
点
に
お
け
る
原

因
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た
。
そ
の
う
ち
特
徴
の
あ
る
病

院
を
選
び
、
病
院
の
発
展
の
歴
史
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
し
た
。

〔
結
果
と
考
察
］

一
・
国
際
比
較
研
究

日
本
に
急
性
期
病
床
の
定
義
は
な
い
た
め
一
般
病
床
と

○
国
○
口
諸
国
の
急
性
期
病
床
を
比
較
し
た
。
八
○
年
代
ま
で
日
本

の
み
が
増
加
、
残
り
の
国
は
一
貫
し
て
低
下
の
傾
向
を
示
し
、
特

に
近
年
八
～
九
日
に
収
赦
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
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一
般
病
床
と
老
人
ホ
ー
ム
の
病
床
を
合
わ
せ
た
数
で
企
画
す
る

と
、
決
し
て
日
本
は
例
外
で
は
な
い
。
七
○
年
代
以
降
日
本
の
病

院
が
急
性
期
病
院
以
外
に
長
期
ケ
ア
の
機
能
を
有
し
始
め
た
こ
と

が
示
唆
さ
れ
る
。

二
・
日
本
の
病
院
の
歴
史
分
析

病
床
規
模
別
、
開
設
主
体
別
に
一
九
七
五
年
か
ら
九
六
年
ま
で

の
変
化
を
見
る
と
、
公
的
病
院
は
病
床
規
模
の
増
加
に
従
っ
て
平

均
在
院
日
数
の
成
果
が
、
私
的
病
院
で
は
規
模
の
増
加
と
共
に
平

均
在
院
日
数
の
延
長
が
認
め
ら
れ
、
特
に
中
規
模
病
院
に
著
し
い
。

一
九
九
三
年
の
病
床
規
模
と
平
均
在
院
日
数
の
対
数
軸
分
布
図
分

析
に
よ
る
と
、
老
人
病
院
は
主
に
長
期
の
平
均
在
院
日
数
の
中
規

模
に
位
置
し
、
総
合
病
院
は
三
○
日
前
後
の
大
規
模
病
院
に
集
中
、

入
院
・
外
来
比
三
以
上
の
病
院
は
小
規
模
で
平
均
在
院
日
数
が
短

い
群
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
他
ど
れ
に
も

属
さ
な
い
病
院
が
数
千
見
ら
れ
た
。

三
・
福
岡
私
立
病
院
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査

私
立
病
院
、
と
り
わ
け
医
師
所
有
の
病
院
の
歴
史
的
過
程
を
分

析
す
る
と
、
収
入
を
病
床
規
模
拡
大
の
設
備
投
資
に
投
入
す
る
傾

向
が
見
ら
れ
る
一
方
、
規
模
の
拡
大
が
医
療
機
能
の
強
化
、
す
な

わ
ち
医
療
付
加
価
値
産
出
と
直
接
つ
な
が
ら
ず
、
病
院
機
能
が
収

容
的
側
面
に
偏
っ
て
行
っ
た
過
程
が
認
め
ら
れ
た
。
日
本
の
供
給

体
制
は
、
主
と
し
て
私
立
病
院
、
特
に
医
師
所
有
の
病
院
を
中
心

に
発
達
し
、
病
床
を
増
や
し
て
き
た
事
が
示
唆
さ
れ
る
。
し
か
し
、

一
九
七
○
年
代
以
降
、
医
療
の
技
術
革
新
と
共
に
一
部
の
私
的
病

院
は
医
療
付
加
価
値
の
高
い
急
性
期
型
病
院
に
転
換
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
収
容
型
の
老
人
病
院
に
転
換
し
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
社
会
の
外
側
に
あ
り
急
激
な
人
口
の

老
齢
化
と
大
家
族
か
ら
核
家
族
へ
の
家
族
形
態
の
急
激
な
変
化
に

伴
い
生
涯
老
人
の
施
設
ケ
ア
の
需
要
が
急
速
に
高
ま
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
特
別
擁
護
老
人
ホ
ー
ム
の
開
設
が
追
い
つ
か
な
か
っ
た

と
い
う
事
が
想
定
さ
れ
る
。

〔
結
論
】
日
本
の
平
均
在
院
日
数
が
長
い
背
景
と
し
て
、
日
本

の
病
院
が
七
○
年
代
以
降
、
特
別
擁
護
老
人
ホ
ー
ム
的
役
割
を
果

た
す
に
至
っ
た
こ
と
が
医
学
史
的
研
究
に
よ
り
示
唆
さ
れ
た
。
国

際
比
較
や
医
療
政
策
研
究
を
す
る
場
合
に
は
、
医
学
史
の
研
究
が

必
須
で
あ
り
、
有
用
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

（
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）


